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　　　　27日付A. Bain宛手紙。 CW, XIII,p. 707.)
　　Ⅳ｡おわりに
　1840年代のヨーロッパでは，大陸諸国において社会主義の台頭とその担
い手たるプロレタリアート階級の運動が活発となっており，ブルジョアと
結びついた彼らの活動は土地所有貴族の存在を脅かしつつあった。一方，
大陸諸国の影響を受けて，イングランドにおいては，産業革命を経た産業
資本が，1825年の周期的恐慌の際には，プロレタリアートのズトライキの
大爆発を経験した。 1832年には，これら両階級の力が，選挙法改正を実現
した。また，プロレタリアートの運動は，ブルジョア対土地所有貴族の対
立に利用され，1846年には穀物法が撤廃されるに至った。しかしプロレタ
リアートにとっては，救貧法の制限といったマイナズの報酬を得る結果に
　　　　　　　　　　　　　　　－138（79）－
なってしまった。プロレタリアートの政治的要求の背後には，経済的諸要
求が存在していた。既にイングランドは，世界の工場として新たな工業時
代に達しており，イングランドの労働運動は，:1840年代になると，資本の
指導下での経済主義的な傾向に走っていた。即ち資本主義的経済活動の中
へ包摂される傾向が生まれたのである。その理論的担い手として，ミルが
存在し，主著『原理』において，当時の時論的諸問題を理論の中に充分に
取り入れて，古典派経済学の作り変えを行った。その時代の大英帝国のー
大問題がアイルランドという植民地の問題であり，1845年に始まった大飢
饉と，それに対するミルの見解が，『モーニング・クロニクル』紙での論説
と，『原理』の理論の中で具体化したのである。
　アイルランドの大飢饉に直面して，ミルがとった態度を，主に『モーニ
ング・クロニクル』紙の論説と，『原理』に則してまとめるならば，次のよ
うなことになるであろう。即ち，政策的には最も重要な公共事業として，
政府がアイルランドの荒蕪地を購入し，そこにコティヤーを入植させ，そ
こを開墾させることによって，自作農へと引き上げ，漸次的に資本主義的
農業制度を導入し，アイルランドをイングランドの資本主義制度の中に，
現状のまま据え置くということであった。また，自作農創設は，アイルラ
ンド人の中に節制と道徳的人口抑制の自覚を促すであろうということで
あった。その過程において，アイルランドの人々の民族的独立意識を刺激
することをできるだけ避け，例えばそれ以前の，カトリック解放問題の如
く，土地問題をも大英帝国の中の一部の問題にしようとしていた。　ミルの
思考の背後にあったものは，無意識ではあろうが，イングランドがアイル
ランド｀を指導していくことがアイルランドにとって幸福である，という見
方を自明のこととする態度であった。またそこには，1840年代のヨーロッ
パ大陸の歴史的事情から，大英帝国の正当性を擁護しようとする意図がみ
てとれる。更にイングランドの平穏を保持するために，イングランド内部
で噴出するであろうプロレタリア対ブルジョアの矛盾と問題点を，「アイ
　　　　　　　　　　　　　ー137（80）－
ルランド問題」に変形することで回避しようとしていた，ということまで
みることは考えすぎであろうか。
　本橋においては，主としてミルの前期のアイルランド論を中心に考察し
たが，まだ，後期の土地保有制度，あるいは他の大英帝国内の植民地問題
に関するミルの議論の検討が残されている。これらはこれからのテーマと
して取り上げていく予定である。
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